賃貸借効果測定の正解

実施日　　　令和　　年　　月　　日
氏名　　　　　　　　　　　支部名　　　　　　　　　　　　　　　　　　点

下記の１～１０の設問を読んで，正しいものには○，誤っているものには×を解答欄に記入して下さい

	
	設　　問
	解答欄

	１
	賃貸借契約の対象となるものは，不動産に限られる。

	　×

	２
	契約書が無い場合は，賃貸借契約は無効である。

	　×

	３
	建物所有を目的としない土地の賃貸借契約において，賃借人が地主に無断で建物を建築した場合は，契約違反といえる。
	　○

	４
	木造家屋は，築４０年で一律に朽廃と判断するのが適当である。

	　×

	５
	立退き料としては，家賃の６ヶ月と引越料のみが，認められる。

	　×

	６
	相続法改正後は，他人の建物を賃借する場合，その建物に関する配偶者居住権について，全く気にしなくてよい。
	　×

	７
	最高裁判所の判例では，更新料について，経済的合理性を
全く認めなかった。
	　×

	８
	被相続人死亡時から，遺産分割時までの，被相続人所有の建物Aの家賃収入は，相続人が複数いても，建物Aを相続した相続人が，全額を取得するのが現在の判例である。
	　×

	９
	土地上に他人名義の建物があった時，建物所有者が地代を支払っていたか，無料で使用していたかに関係なく，土地の評価額は同じである。
	　×

	１０
	相続でもめて，土地や預金の遺産分割について調停を申し立てるのは家庭裁判所である。
	　○



